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�級電気工事施工管理技術検定試験

学科試験問題(午後の部)

次の注意事項をよく読んでから始めてください。

〔注 意 事 項〕

�唖ページ数は亜表紙を入れて 14ページです。

�唖試験時間は亜 13時 30分から 15時 40分までです。

	唖問題の解答の仕方は亜下記によってください。

イ唖〔No阿57〕亜〔No阿58〕の 2問題は亜全問解答してください。

ロ唖〔No阿59〕〜〔No阿67〕までの 9問題のうちから亜 6問題を選択し亜解答してください。

ハ唖〔No阿68〕〜〔No阿79〕までの 12問題は亜全問解答してください。

ニ唖〔No阿80〕〜〔No阿92〕までの 13問題のうちから亜 10問題を選択し亜解答してください。


唖選択問題の解答数が指定数を超えた場合は亜減点となります。

�唖解答は亜別の解答用紙に亜〔HB〕の黒鉛筆か黒シャープペンシルで記入してください。

それ以外のボールペン茜サインペン茜色鉛筆などを使用した場合は亜採点されません。

�唖問題は亜四肢択一式です。正解と思う肢の番号を次のマーク例にしたがってぬりつぶしてください。

マーク例 ●ぬりつぶし


唖マークを訂正する場合は亜消しかたが十分でないと指定数を超えた解答となりますので亜消しゴム

できれいに消して訂正してください。

�唖解答用紙は亜雑書きしたり亜よごしたり亜折り曲げたりしないでください。

�唖この問題用紙の余白を利用して亜計算などのメモを取ることは自由です。

10唖この問題用紙は亜午後の部の試験終了時刻まで在席した方のうち亜希望者は持ち帰ることができ

ます。途中退席者や希望しない方の問題用紙は亜回収します。
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※ 問題番号〔No阿57〕亜〔No阿58〕の2問題は亜全問解答してください。

〔No阿57〕 制御装置の基本器具番号と器具名称の組合せとして亜�日本電機工業会規格（JEM）�上亜

誤っているものはどれか。

基本器具番号 器具名称

1阿 3 操作スイッチ

2阿 42 運転遮断器亜スイッチ又は接触器

3阿 55 直流不足電圧継電器

4阿 89 断路器又は負荷開閉器

〔No阿58〕 請負契約に関する記述として亜�公共工事標準請負契約約款�上亜誤っているものはどれか。

ただし亜請負契約には部分払に関する規定があるものとし亜完成の検査は定められた期間内

に行われたものとする。

1阿 発注者は亜出来形部分又は工事現場に搬入済みの工事材料を確認し亜部分払の請求が

あったときは亜請求を受けた日から 40 日以内に支払わなければならない。

2阿 発注者は亜工事が完成の検査に合格し亜請負代金の支払いの請求があったときは亜請求を

受けた日から 40 日以内に支払わなければならない。

3阿 請負者は亜監督員がその職務につき著しく不適当と認められるときは亜発注者に対して亜

その理由を明示した書面により亜必要な措置をとるべきことを請求することができる。

4阿 請負者は亜工事の施工に当たり亜設計図書の表示が明確でないことを発見したときは亜

その旨を直ちに監督員に通知し亜その確認を請求しなければならない。
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※ 問題番号〔No阿59〕〜〔No阿67〕までの9問題のうちから亜6問題を選択し亜解答してください。

〔No阿59〕 汽力発電設備の発電機据付け工事に関する記述として亜最も不適当なものはどれか。

1阿 発電機は工場において組み立て亜試験後に再び解体し亜固定子と回転子その他の部分に

分けて現場に搬入した。

2阿 固定子は亜蒸気タービン側とともに心出しを行い亜固定子脚部が基礎金物に確実に密着

し亜荷重が均等になるように据え付けた。

3阿 回転子を挿入した後亜エンドカバーベアリング及び軸密封装置等の付属品を取り付けた。

4阿 水素ガスを用いて亜水素冷却タービン発電機及び付属配管の漏れ検査を行った。

〔No阿60〕 屋外に施設するキュービクル式高圧受電設備の施工に関する記述として亜�高圧受電設備

規程�上亜不適当なものはどれか。

1阿 キュービクルへ至る保守点検のための通路は亜幅 0.8 mを確保した。

2阿 キュービクルの基礎には亜点検のための奥行 0.6 mの足場スペースを設けた。

3阿 キュービクルを亜屋上の端からの保有距離が 2 mの位置に施設するので亜墜落防止の

ために高さ 0.9 mのさくを設けた。

4阿 キュービクルは亜隣接する建築物から 3 m離して設置した。

〔No阿61〕 架空送電線路の電線配列に関する記述として亜最も不適当なものはどれか。

1阿 水平配列は亜�回線鉄塔やＨ形コンクリート柱に用いられる。

2阿 水平配列は亜風が強く電線の吹き上げられる箇所や亜着氷雪の多い地方に適している。

3阿 垂直配列では亜着氷雪脱落時の電線の跳ね上がりによる線間短絡を防ぐために亜オフ

セットを大きくとる必要がある。

4阿 超高圧送電線の�回線の垂直配列では亜静電誘導電圧を少なくするために亜鉄塔の両側

で相順を同じにする。
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〔No阿62〕 一般事務室に設けるコンセント専用の分岐回路に関する記述として亜�内線規程�上亜不適当

なものはどれか。

1阿 20 A 配線用遮断器分岐回路に亜定格電流 15 Aのコンセントを 10 個設置した。

2阿 20 A 配線用遮断器分岐回路に亜定格電流15 A茜20 A兼用コンセントを�個設置した。

3阿 30 A 分岐回路に亜定格電流 20 Aのコンセントを	個設置した。

4阿 30 A 分岐回路に亜定格電流 30 Aのコンセントを�個設置した。

〔No阿63〕 金属ダクト工事に関する記述として亜�電気設備の技術基準とその解釈�上亜誤っているもの

はどれか。

1阿 ダクト内の亜接続点が容易に点検できる箇所で亜電線を分岐した。

2阿 200 V 回路の照明電源に用いる電線の断面積の総和を亜ダクトの内部断面積の 32 ％

とした。

3阿 メタルラス張りの木造の造営材を貫通する部分は亜メタルラスと電気的に接続しない

ようにした。

4阿 電気専用シャフト内に亜垂直に取り付けるダクトの支持点間の距離は亜6 mとした。

〔No阿64〕 自動火災報知設備に関する記述として亜�消防法�上亜誤っているものはどれか。

1阿 発信機は亜床面から 1.6 mの高さに設置した。

2阿 Ｐ型受信機の感知器回路の電路の抵抗は亜50 Ω以下とした。

3阿 天井と上階の床との間の距離が 0.4 mなので亜天井裏に感知器を設けなかった。

4阿 発信機の表示灯は亜取付け面と15°以上の角度となる方向に沿って10 m離れたところ

から点灯していることが容易に識別できるように設置した。

B―4



〔No阿65〕 架空単線式の電車線及びその支持物に関する記述として亜�鉄道に関する技術上の基準を

定める省令及び同省令等の解釈基準�上亜不適当なものはどれか。

ただし亜新幹線は除くものとする。

1阿 コンクリート柱の安全率は亜破壊荷重に対し�とした。

2阿 本線における電車線は亜公称断面積 110 mm2 の溝付硬銅線とした。

3阿 剛体ちょう架式の電車線は亜支持点の間隔を 7 m以下とした。

4阿 集電装置にパンタグラフを使用する区間の電車線の偏いは亜レール面に垂直の軌道

中心面から 250 mm以内とした。

〔No阿66〕 有線電気通信設備に関する記述として亜�有線電気通信法�上亜誤っているものはどれか。

1阿 架空電線は亜他人の建造物との離隔距離を 40 cmとした。

2阿 第一種保護網と架空電線との垂直離隔距離を 30 cmとした。

3阿 屋内電線が高圧の屋内強電流電線と交差するので亜その離隔距離を 15 cmとした。

4阿 道路上の架空電線は亜横断歩道橋の上にあるときを除き亜路面から 5 mに架設した。

〔No阿67〕 地中電線路の施工方法に関する記述として亜最も不適当なものはどれか。

1阿 管路の途中に水平屈曲部があったので亜引入張力を小さくするため亜屈曲部に遠い方の

マンホールからケーブルを引き入れた。

2阿 プーリングアイと引入れワイヤーの間により戻し器を取り付けて亜管路へケーブルを

引き入れた。

3阿 傾斜地に布設されたケーブルの熱伸縮による滑落を防止するため亜上端側管路口部に

スプリング方式のストッパーを取り付けた。

4阿 ケーブルの熱伸縮による金属シースの疲労を防止するため亜マンホール内にオフセット

を設けた。
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